
令和３年５月 27 日 

 5 月 27 日（木）、中間考査が終わりました。年間行事予定より２日遅らせた実施であり、かつ、コロナウイ

ルス感染症対策の全生徒数の 2/3 に当たる分散登校を実施中の為、午前・午後に分けての実施でした。本日は

中間考査後に実施された２つのプログラムをご紹介します。 

 

EMPOWERMENT PROGRAM（エンパワーメントプログラム） 生徒対象説明会 

英語をツールとしたディスカッションやプレゼンテーション力 

の向上を目的に実施計画を立てているエンパワーメントプログ 

ラムについては前回ご紹介しました。本日は生徒対象説明会を 

実施しました。説明会には 30名程度の 1･2 年生が参加しました。 

説明していただいた方は（株）ISA の山中さんです。説明冒頭、「「自分の将来を自由にできるか？」と 

60 か国の若者に質問したところ、日本は何位でしょうか」と 

投げかけられて、なかなか声に出して答えようとする生徒が 

いなかった状況でした。しかし、30 分の説明後、一つ絵を見て、 

「リーダーとは？」という問いを投げかけられたところ、4名の 

生徒が自分なり理由を述べてしっかり答えてくれました。30分 

でこのような生徒の変容があるとは「さすが」と思いました。 

6 月 12 日の保護者会でも保護者対象に本プログラムについて、 

説明していただきます。少しでも多くの方の参加があればと 

思います。 

 

 

 

SSH 生徒研究発表会（8 月 4・5 日 in 神戸）参加代表生徒のプレゼンテーション 

 8 月 4.5 日実施予定のスーパーサイエンスハイスクール生徒 

研究発表会の本校代表生徒・3年男子 2名の研究発表を見させ 

てもらいました。発表内容は、三浦半島フィールドワークの 

成果として、「貝形虫の未記載種の発見」についてでした。 

発表後、理科の金子先生や佐藤先生の手厳しい質問に精一杯 

答え、本番に向けた良い練習になったと思います。微小な生物 

を解剖して、その特徴から未記載種ではないかと発見しただけ 

でも大変ですが、今後はこの発見を生かして、生物の多様性や、 

この地域の地層の解明につなげることを目指しているそうです。この 

3 年間は経験校としての参加でしたが、今回は違う立場で参加 

できる喜びを忘れず、体験を経験に変えてほしいと思います。 

がんばれ！！            

校長 久保 剛 


